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悪 徳 商 法 に ご 用 心 ！ 

 

 昨年は「オレオレ詐欺」の被害が社会問題となりました。現在でも「振り込め詐欺」と呼ばれる巧妙な手口

の詐欺が横行しています。伊賀市内においても例外ではなく、特に高齢者が狙われ、更には一度被害にあった

人が何度も別の手口でだまされるという悪質なケースが増加しています。あなたの大切な財産を守るために

は、第一に「振り込め詐欺」や「悪徳商法」にだまされないこと。第二に万が一だまされた時は早めに警察や

県民生活センター、信頼できる機関や個人に相談し、しかるべき対策を講じること、第三に一度だまされた人

の情報が他の悪徳組織に伝わり、何度もだまされることがあるので、一度だまされたからといって安心しない

ことが大切です。今回は、悪徳商法の手口と対処法についてご説明いたします。 

悪徳商法の種類 
家庭訪販  

 突然、自宅へ訪れて商品等を売る商法。苦情が多いのは新聞、子ども用学習機材、ふとんなど。 

床下消毒・床下換気扇・リフォーム  

 家庭訪販の一種で、配水管の点検・清掃などと称して訪問し、その際「床下が濡れている。水漏れを調べ

る。」と言って床下に潜り、床下の写真を撮って見せて、「柱も腐ってぼろぼろ、カビだらけ。」などと言っ

て恐怖感を煽り、床下消毒や床下換気扇・耐震・補強工事などの契約をさせるもの。また、屋根や外壁の点検

と称して点検後不安感を煽ったり、この地区の工事の見本と称して割安感を出して、屋根の修繕・葺き替え・

外壁塗装などの高額なリフォーム工事を契約させる。一人暮らしのお年寄りや、日中一人で家にいるお年寄り

が被害に会うケースが殆ど。 

ＳＦ商法 

 閉めきった会場に人を集め、日用品などをタダ同然で配って雰囲気を盛り上げた後、最終的に目的の高額な

商品を売りつける手口。苦情は高齢の女性から多く寄せられ、ふとん、電気治療器などを契約。 

キャッチセールス 

 若い女性をターゲットに駅や繁華街の路上でアンケート調査などと称して近づき、喫茶店や営業所に連れ込

み、商品やサービスの契約を結ばせる。アクセサリ、化粧品、エステティックなどの苦情が多い。 

アポイントメントセールス 

 「景品が当たった」「会ってお話ししたい」などと勧誘目的を隠して喫茶店や営業所に呼びだし、商品や

サービスを売りつける手口。若者の苦情が大半で、会員権と教養娯楽ビデオ・パソコンなどをセット契約。 

電話勧誘販売 

 職場へ執拗に電話を掛けてきて、「資格者が不足している」「今日で申し込みは締め切り」などと偽って、

強引に契約を迫る。電話の持つ不意打ち性や交渉過程が書面に残らないという特質により、強引な勧誘や明ら

かな虚偽説明が多い。あいまいな返事をすると、契約書、登録書、クレジットの申込書が届き、契約の成立を

主張されることもある。資格講座の苦情が圧倒的に多い。 

マルチ商法 

商品を購入し、自分もまた商品の買い手を探し、買い手が増えるごとにマージンが入り、自分の系列に加入者

を増やしていくと大きな利益が得られるというもの。販売業者の成功話と違って売れない商品を抱え込むなど

問題が多い。２０代からの苦情が多く、扱うものは健康食品、化粧品などを契約。 

業務提供誘引取引 

「在宅で仕事をしませんか」「モニターになれば報酬があります」などと仕事を提供するといって勧誘し、そ

の仕事に必要だからといって商品などを購入させる手口。実際は収入がなく、商品の支払いが残るケースも。

パソコン作業・あて名書き・チラシ配り内職・浄水器などのモニター内職の苦情が多い。 
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クーリング・オフとは？ 

 いったん契約をしてしまったけれど後からよく考えてみたら「不要なもの」だったり「支

払いがたいへん」だったりした場合などに、一定期間内であればその契約を消費者のほうか

ら一方的にやめることができる制度です。クーリング・オフできるためには、いくつかの要

件があります。わからない場合は、あきらめずに相談機関に連絡してください。 

 クーリング・オフの通知は、官製はがきで書いてもよいのですが、最も確実なのは、配達

証明付の内容証明郵便を送ることです。官製はがきで通知する場合は、はがきの表と裏のコ

ピーを取ります。封書による場合は、手紙と封筒の表と裏のコピーを取ることが大切。クレ

ジット契約の場合はクレジット会社、契約に第三者が介在している場合にはその関係者にも

通知を出したほうがより確実です。 

 ※悪徳商法というより、明らかに詐欺行為である場合は、警察に被害届を出して下さい。 

【お問い合わせ先】 

三重県県民生活センター 津市栄町一丁目954三重県県民ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 電話 059(228)2212 



共同募金運動にご協力いただき、

ありがとうございました 

平成１６年度共同募金一般募金最終実績報告 

 昨年１０月から展開してまいりました「赤い羽根共

同募金運動」並びに「歳末助け合い募金」には、市民

の皆様の暖かいご理解、ご協力をいただきましたこと

厚くお礼申し上げます。 

 共同募金は、後日、県共同募金会を通じて、市内の

福祉施設や関係団体に配分される予定で

す。皆様から寄せられた善意を、１円たり

とも無駄にすることなく、有効に使わせて

いただきますので、引き続き、ご理解とご

協力をよろしくお願い申し上げます。 

平成１６度歳末助け合い募金最終実績報告 

募金総額    ９，７７３，２６６円 

上野分会 ９，８２３，４９１円 

伊賀分会 ２，０４２，６４７円 

島ヶ原分会 ４５１，２６３円 

阿山分会 １，６１６，７６５円 

大山田分会 １，１９３，９３８円 

青山分会 １，６２５，５４２円 

合 計 １６，７５３，６４６円 

募金総額   １６，７５３，６４６円 

 歳末助け合い募金の配分方法は、介護保険の導入に

より老人ホーム等の施設入所者への見舞金を撤廃し、

支会別にクリスマス会やもちつき大会などの直接的な

事業に配分し、歳末助け合い募金の精神を多くの住民

の方々にご理解いただきました。 

 本年度は市町村合併により、三重県共同募金会伊賀

市支会（上野分会・伊賀分会・島ヶ原分会・阿山分

会・大山田分会・青山分会）に移行いたしました。来

年度も変わらぬご支援ご協力を賜りますよう深くお願

い申し上げます。 

上野分会 ５，２４５，７６５円 

伊賀分会 １，６７９，８２８円   

島ヶ原分会 ３６７，９１０円 

阿山分会 ９１７，０００円 

大山田分会 ５２８，９００円   

青山分会 １，０３３，８６３円 

合 計 ９，７７３，２６６円 

青山支所にリフト車導入 
 ２４時間テレビ「愛は地球を救う」でおなじみの中京

テレビより、伊賀市社協青山支所にリフト付きワゴン車

が贈呈されました。２年前にデザインが一新され、中央

のシンボルマーク「ハッピーバード」が特徴です。青山

支所ではこの車両を「ゆうあい３号」と名付けました。 

 今回贈呈された車両は、車いす固定装置が電動式なの

で左右１ヶ所ずつのフックを後方から掛け、ワンタッチ

スイッチを押すだけでしっかり固定できます。また、全

自動リフターはボタン操作ひとつで昇降から室内へのス

ライドまで自動的に行える最新式の車両です。 

 伊賀市社協青山支所では、全国から寄せられた貴重な

募金により贈呈されたことを忘れず、高齢者や障害を持

たれた方々の通院や社会参加の向上に積極的に活用して

いきたいと考えています。 



いきいきシルバー教室・高齢者パソコン教室 大山田会場 

伊賀市社協各支所では、介護予防事業の一環として、健康でいきいきと地域社会の中で活動をしていただ

く事を目的とした教室を開催します。受講者数に定員がございますので、受講希望者は、受講申込書の提出を

お願いします。定員になり次第締め切りますのでお早めにお申し込み下さい。市町村合併に伴い、伊賀市在住

の方なら会場までご自分でお越しいただければ受講できます。 

教室名 開催日 時間 開催場所 内容 

いきいきシル
バー教室  

4月26日（火） 13：30～15：30 大山田福祉ｾﾝﾀｰ（ふれあい広場） 手芸教室 

5月25日（水） 13：30～15：30 大山田福祉ｾﾝﾀｰ（ふれあい広場） ３Ｂ体操 

6月21日（火） 13：30～15：30 大山田福祉ｾﾝﾀｰ（ふれあい広場） レクリエーション 

7月19日（火） 13：30～15：30 大山田福祉ｾﾝﾀｰ（ふれあい広場） 音楽療法 

8月23日（火） 13：30～15：30 大山田福祉ｾﾝﾀｰ（ふれあい広場） 園芸教室 

9月20日（火） 9：00～13：00 大山田保健センター（調理室） 料理教室 

10月25日（火） 10：00～11：30 大山田東保育園 保育園児との交流会 

11月22日（火） 8：30～17：00 調整中（市外） ウォーキング 

12月20日（火） 13：30～15：30 大山田福祉ｾﾝﾀｰ（ふれあい広場） 園芸教室 

1月24日（火） 13：30～15：30 大山田福祉ｾﾝﾀｰ（ふれあい広場） ３Ｂ体操 

2月21日（火） 8：30～17：00 調整中（市外） ボランティア研修 

3月14日（火） 13：30～15：30 大山田福祉ｾﾝﾀｰ（ふれあい広場） 意見交換会 他 

【受講資格】伊賀市在住で概ね65歳以上の高齢者で、第1回から第12回まで参加できる方 

      （一年を通して参加できる方）開催場所まで自分でお越しいただける方 

【受 講 料】一部負担金をいただく講座もあります。 

【申込方法】３月２８日（月）から先着順で申込を受付します。大山田福祉センター備え付け 

の申込用紙に記入の上お申し込み下さい。電話でお申し込みの際は、教室名・氏名・住所・電 

話番号・生年月日をお聞かせ下さい。定員は３０名。（日程等が変更になる場合があります） 

高齢者パソコン
教室 

13：30～15：00 伊賀市教育委員会大山田分室 

（研修室）   

Ａコース（初心者） 

15：00～16：30 Ｂコース（中級者） 

【受講資格】伊賀市在住の概ね65歳以上の高齢者で開催場所までご自分でお越しいただける方 

【受 講 料】無料（テキスト代は自己負担いただきます。） 

【申込方法】３月２８日（月）から先着順で申込を受付します。大山田福祉センター備え付け 

の申込用紙に記入の上お申し込み下さい。又は、電話でお申込の際は、教室名・氏名・住所・ 

電話番号・生年月日・希望コースをお聞かせ下さい。定員は各コースとも２０名。 

【開催期間】平成17年4月～平成18年3月（詳細スケジュールは、申込時にお渡しします）  

月２回 

木曜 

講座会場 大山田福祉センター 

     伊賀市教育委員会大山田分室 

受講受付 ３月２８日（月）９：００～ 

 大山田福祉センターにて受付開始 
※電話での申込受付もできますが、年間日程や講座の詳細を記

入した申込書は伊賀市社協大山田支所で配布していますので、

あらかじめ申込書を入手した上でお申し込み下さい。 

申込電話番号 ４７－０７８０（伊賀市社協大山田支所） 

※上記の講座は大山田支所以外では正式な受講申込はできませ

ん。基本的に講座を開講する社協の支所に申し込んで下さい。 



介護予防講座受講生募集 島ヶ原会場 

講座会場 島ヶ原老人福祉センター「清流」 

受講受付 ３月２８日（月）９：００～ 
島ヶ原老人福祉センター「清流」にて受付開始 
※電話での申込受付もできますが、年間日程や講座の詳細を記

入した申込書は伊賀市社協島ヶ原支所で配布していますので、

あらかじめ申込書を入手した上でお申し込み下さい。 

申込電話番号 ５９－３１３２（伊賀市社協島ヶ原支所） 

※２つ以上の教室に申し込みいただいても結構です。お申し込

みいただいた方には、別途案内をさせていただきます。 

※上記の講座は島ヶ原支所以外では正式な受講申込はできませ

ん。基本的に講座を開講する社協の支所に申し込んで下さい。 

教室名 開催日 対象者 開催場所 内容 講師・受講料 

健康体操教室 
（生命の貯蓄体操
教室） 

受講生に別途案内 

年間４回 

１回のみの参加可 

性別問わず 

概ね60歳以上 

先着１５名 

島ヶ原老人

福 祉 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

「清流」 

 生活習慣病を予防し、健

康増進を図ることを目的と

した簡単な体操 

生命の貯蓄体

操普及員 

受講料無料 

元気生きがいづく
り事業 
（３Ｂ体操教室） 

受講生に別途案内 

年間４回 

１回のみの参加可 

性別問わず 

概ね60歳以上 

先着２５名 

島ヶ原老人

福 祉 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

「清流」 

 用具（ベル）を運動の助

けとして使用しながらすべ

ての動きを音楽に合わせ無

理なく自分にあった運動が

できる体操 

日本３Ｂ体操

協会公認指導

者  

受講料無料 

シルバーいきいき

介護教室 

受講生に別途案内 

年間６回 

１回のみの参加可 

性別問わず 

概ね60歳以上

先着２５名 

島ヶ原老人

福 祉 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

「清流」 

寝たきり予防や自立に向け

ての介護の仕方・家庭での

看護の仕方・家庭で役立つ

介護のコツ 

専門講師等 

受講料無料 

まごころをありがとうございました。 
市町村合併前から平成１７年２月２８日までに、社協に対してご供養や善意のご寄付をいただいた方のご紹介 

１１月１日以降の寄付は、伊賀市社協または各支所へのご寄付として受付させていただいております。（敬称略） 

伊賀市社協上野支所受付 伊賀町青年部 大山田村ボランティア連絡協議会 

伊賀地区労働者福祉協議会 中澤 亮好（供養）   匿名の方（１名） 

上野商業第７回卒業生一同 島ヶ原支所受付 青山支所 

上野飲食業組合 西出 忠雄（供養）                福西 勇（供養） 

保田 信治 町 照雄（供養） 籔根 昭義（供養） 

匿名の方（３名） 南畑 征男（供養） 山家 常央（供養） 

伊賀支所受付 阿山支所受付 上谷 敏章（供養） 

西口 幸三 阿山カンツリー株式会社 森 芳生（供養） 

春日仏教会 玉滝チャリティコンペ 三重県遊技業共同組合名張支部 

上野遊技業組合 匿名の方（３名） 

フォスター電機㈱伊賀物流ｾﾝﾀｰ 大山田支所受付 

川崎 晃文 大山田村ﾁｬﾘﾃｨｶﾗｵｹ大会実行委員会 

上野 重隆 大山田村更正保護女性の会 

伊賀市社協では随時ご寄付の受付を

しております。使い道の指定がある

ご寄付以外は、地域福祉積立金とし

て各支所において積み立てさせてい

ただき、支所ごとの地域福祉の推進

に活用させていただきます。  
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７
）
０
７
８
０ 

あ

い

し

あ

お

う

支

所

通

信 

 

伊
賀
支
所 

 

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ 

阿
山
支
所 

『
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
始
め
ま
せ
ん
か
？
』 

★
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

阿
山
支
所
管
内
で
は
現
在
七
つ
の
地
区
が
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
、
「
み

ん
な
と
の
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
か
っ
た
」
、
「
次
回
が
と
て
も
楽
し

み
」
な
ど
の
感
想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
誰
も
が
住
み
な
れ

た
地
域
の
中
で
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
、
つ
な
が
り
作
り
を
増
や
す
こ

と
の
で
き
る
場
所
作
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

★
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？ 

 

地
域
の
高
齢
者
や
、
障
害
の
あ
る
方
、
子
育
て
中
の
方
な
ど
閉
じ
こ

も
り
や
す
く
孤
立
し
が
ち
な
方
た
ち
が
気
軽
に
集
ま
り
、
楽
し
く
過
ご

せ
る
場
所
と
内
容
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
く
活
動
で
す
。
「
こ
れ
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
か
「
こ
う
い
う
形
で
」
と
い
う
よ
う
な
決

ま
っ
た
形
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

★
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
？ 

 

活
動
の
内
容
も
場
所
も
時
間
も
全
部
自
由
に
決
め
て
い
い
の
で
す
。

例
え
ば
・
・
・
「
地
域
の
公
民
館
や
、
個
人
宅
に
お
菓
子
を
持
ち
寄
っ

て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
ひ
と
時
を
過
ご
す
」
で
も
は
じ
め
は
い
い

の
で
す
。
お
一
人
で
過
ご
す
よ
り
、
ず
っ
と
楽
し
い
は
ず
で
す
。 

★
活
動
の
頻
度
は
？ 

 

サ
ロ
ン
は
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
高
齢
者
向
け
の

サ
ロ
ン
で
は
、
継
続
し
て
行
う
こ
と
で

介
護
予
防
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
月
一
回
か
ら
無
理
の
な
い
程
度
の

頻
度
で
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
未
実
施
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

★
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ 

 

伊
賀
市
社
協
阿
山
支
所 

 

 

電
話
（
４
３
）
１
８
５
４ 

 

阿
山
支
所
以
外
で
も
、
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。 

健
康
体
操
指
導
者
養
成
講
座
終
了  

 

伊
賀
支
所
で
は
、
一
月
十
七
日
か
ら
、
今
年
度
介
護
予
防

事
業
・
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
一
環
と
し
て
、
「
介

護
予
防
の
た
め
の
健
康
体
操
指
導
者
養
成
講
座
」
を
全
四
回

の
講
座
に
わ
た
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
座
で
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
の
方
々
に

健
康
体
操
を
指
導
・
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
民
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
養
成
講
座
で

は
、
年
齢
に
応
じ
た
体
力
測
定
を
行
い
、
運
動
に
伴
う
身
体

機
能
の
変
化
な
ど
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
に
と
っ
て
の
運
動

の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
民
生
委
員
や
サ
ロ
ン
実
施
者
な
ど
で
、
み
な

さ
ん
自
分
た
ち
の
地

域
の
高
齢
者
の
方
々

が
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
き
い
き
と
生

活
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
と
、
講
師
で

あ
る
健
康
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
教

え
て
い
た
だ
い
た
体

操
や
、
身
体
の
仕
組

み
等
を
熱
心
に
受
講

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

四
回
の
講
座
全
て

を
受
講
さ
れ
た
方
に

は
修
了
証
書
が
授
与

さ
れ
、
ご
自
身
の
健

康
保
持
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
介
護
予

防
事
業
で
の
幅
広
い

活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

●
登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集 

【
職
種
】
登
録
ヘ
ル
パ
ー 

若
干
名 

【
待
遇
】
パ
ー
ト
職
員 

【
給
与
】
登
録
ヘ
ル
パ
ー
就
業
規
則
の
賃
金 

【
年
齢
】
概
ね
五
十
歳
ま
で 

【
時
間
】
本
人
の
稼
働
可
能
時
間
に
よ
り
決
定 

 

土
日
・
祝
日
・
早
朝
・
夜
間
出
勤
可
能
な
方
歓
迎 

【
条
件
】
ヘ
ル
パ
ー
二
級
以
上
有
資
格
者 

 

普
通
自
動
車
免
許
保
持
者 

 

自
家
用
車
に
て
活
動
可
能
な
方 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

 

伊
賀
市
社
協
各
支
所

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
勤
務
を
希
望

す
る
支
所
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。 

 

 

配
属
勤
務
先
が
希
望

す
る
支
所
と
異
な
る
場

合
が
あ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
下
さ
い
。 



伊賀市ボランティア・市民活動センターＮＥＷＳ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険 

更

新

の

ご

案

内 
 

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
ご
加
入

の
方
は
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
補
償
期
間
が

終
了
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度
保
険

新
規
加
入
ま
た
は
更
新
手
続
を
お
願
い
し
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
所
属
さ
れ
て

い
る
方
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
一
括
更
新
が
便

利
で
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
代
表
者
に
保
険
料
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
証
を
お
預
け
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
す
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
未

加
入
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
保
険
に
ご
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
は
、
四
月
一
日
か

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
傷
害

事
故
や
、
第
三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
事
故
等

に
対
し
、
わ
ず
か
な
保
険
料
で
大
き
な
保
障
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災
害
救
援
活
動
に

も
対
応
で
き
ま
す
の
で
、
緊
急
時
に
登
録
手
続

を
し
な
く
て
す
む
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
加
入

さ
れ
る
よ
う
に
お
薦
め
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ボランティア活動保険

の加入手続きは、随時、

伊賀市社協の６つの支所

で受け付けております。

お早めにご加入下さい。           

【保険料】（年額）                               

Ａプラン ３００円 

Ｂプラン ５００円 

Ｃプラン ７００円 

 伊賀市ボランティア・市民活動センターでは、福祉ボランティア活動にとどまらず、国際協力、環境保全、ま
ちづくりをはじめとした全ての市民活動に携わっている個人及び団体の登録を受け付けています。ＮＰＯ法人や

住民参加型在宅福祉サービス、企業の社会貢献活動、学校におけるクラブ活動も対象としています。登録するこ

とにより、ボランティア活動保険への加入が可能となります。ボランティア・市民活動センターへの登録に合わ

せて、ボランティア活動保険へのご加入をお薦めします。 

 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す 

 

市
町
村
社
協
合
併
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

の
旧
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

伊
賀
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
全
面
的
に
移
行
い
た
し
ま
し
た
。

基
本
的
に
こ
れ
ま
で
旧
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
た
内
容
は
、

住
所
等
を
変
更
す
る
だ
け
で
自
動
的
に
登

録
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

伊
賀
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
開
設
に
伴
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
市
民
活
動
に
関
す
る
個
人
登
録
及
び

団
体
登
録
を
順
次
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
伊
賀
市
社
協
の
各
支
所
に
お
立
ち

寄
り
の
際
に
、
更
新
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

【
更
新
の
際
の
留
意
事
項
】 

・
今
ま
で
伊
賀
市
管
内
の
複
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
個
人

ま
た
は
団
体
は
、
い
ず
れ
か
の
支
所
だ
け

に
登
録
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。 

・
今
ま
で
団
体
登
録
し
か
行
っ
て
い
な
い

場
合
、
あ
く
ま
で
も
任
意
で
す
が
、
個
人

登
録
も
合
わ
せ
て
登
録
し
て
下
さ
い
。 

・
伊
賀
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
に
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
及

び
団
体
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
カ
ー
ド
を

発
行
い
た
し
ま
す
。 

・
更
新
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
い
つ

で
も
更
新
で
き
ま
す
。
更
新
し
な
か
っ
た

場
合
も
自
動
的
に
登
録
が
継
続
さ
れ
ま

す
。 

・
登
録
さ
れ
た
情
報
の
中
で
、
個
人
登
録

に
関
し
て
は
一
切
外
部
に
公
表
い
た
し
ま

せ
ん
。
団
体
登
録
に
関
し
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
公
表
の
可
否
を
確
認
の
上
、
最
低
限

の
情
報
を
公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 
 我

ら
！
ふ
く
し
レ
ン
ジ
ャ
ー 

 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
伊
賀
市
に
お
い
て
社
会
福
祉
に
携
わ
っ

て
い
る
福
祉
専
門
職
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
我
こ
そ
は
地
球
の
し
あ

わ
せ
を
守
る
「
ふ
く
し
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
だ
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
伊
賀
市
社
協
本
所
広
報
委
員
会
ま
で
、
顔
写

真
・
活
動
写
真
各
一
枚
、
お
名
前
、
ご
住
所
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
所
属
団
体
、
資
格
、
動
機
、
抱
負
等
を
ご
連
絡
下
さ
い
。 

No.01 

栗原 耕二さん 
（２７歳） 

【資格】理学療法士 

【勤務先】伊賀市社会

福祉協議会伊賀支所デ

イサービスセンター愛

の里 

理学療法士になったきっかけ 

 病院勤務だった母から、理学療法士という仕事があ

ると聞き、興味を持ったことがきっかけです。  
理学療法士として心がけていること 

 患者（利用者）様

の意見を尊重し、無

理なく、なるべく楽

しいリハビリになる

ように心がけていま

す。  
これからの抱負 

 様々な分野・場面

で、人の役に立てる

理学療法士を目指し

て、これからも視野

を広げて、幅広く勉

強、経験をさせてい

ただきたいと思って

います。  



 
 

リ
ウ
マ
チ
患
者
本
人
及
び
そ
の

家
族
、
当
事
者
を
理
解
し
支
援
す

る
専
門
職
や
地
域
住
民
が
、
患
者

本
人
及
び
家
族
が
日
頃
感
じ
て
い

る
こ
と
を
話
し
合
う
こ
と
で
、
情

報
の
交
換
等
を
行
い
、
日
常
生
活

の
向
上
が
図
れ
る
こ
と
を
目
的
に

集
い
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
四
月
十
日
（
日
） 

 
 

 
 
 

午
後
二
時
〜
四
時 

【
会
場
】
名
張
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
（
ホ
ー
ル
） 

【
内
容
】
講
演
会
・
座
談
会 

 

講
師 
四
日
市
社
会
保
険
病
院 

 

 

内
科
医 
佐
藤 

良
子 

先
生 

（
参
加
費
無
料
） 

【
対
象
】
リ
ウ
マ
チ
患
者
、
家
族

等
リ
ウ
マ
チ
に
関
心
の
あ
る
方

（
定
員
八
十
名
） 

【
参
加
申
込
】
所
定
の
申
込
書
に

よ
り
、
伊
賀
市
社
協
各
支
所
へ
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。
当
日
送
迎
が

必
要
な
方
は
、
申
し
込
み
の
際
に

ご
相
談
下
さ
い
。 

リ
ウ
マ
チ
の
集
い
の
ご
案
内 

社協だより「あいしあおう」では、市民の皆様からの掲載記事を募集しています。福祉に関するイベントや

メンバー募集等がありましたら月末までに各支所までご連絡下さい。同時に、表紙の写真も受け付けていま

す。子どもからお年寄りまで「あいしあおう」をテーマにした顔写真をお寄せ下さい。 

編

集

後

記 

 

島
ヶ
原
支
所
で
は
、
平
素
、
在
宅

で
生
活
し
て
い
る
心
身
障
害
児
者
や

保
護
者
・
家
族
な
ど
を
対
象
に
日
頃

の
悩
み
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
情
報
提
供
や
情
報
交
換
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
交
流
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
つ
ど
い
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。  

【
日
時
】
三
月
二
十
七
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
後
二
時
〜
四
時  

【
場
所
】
島
ヶ
原
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
清
流
」  

【
内
容
】
お
や
つ
づ
く
り
・
リ
ズ
ム

遊
び
・
軽
体
操
な
ど  

【
参
加
費
】
無
料  

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾  

【
申
込
み
】
三
月
二
十
四
日
（
木
）

ま
で
に
伊
賀
市
社
協
島
ヶ
原
支
所  

電
話
（
５
９
）
３
１
３
２
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い
。 

在
宅
心
身
障
害
児
者
の
集
い 

記 事

募 集 

数字で見る伊賀市の福祉               平成１７年１月３１日現在（前月比）   

伊賀市の人口 １０３，１３５人（－132人） 

65歳以上の高齢者 ２５，１１３人（＋49人） 

高齢化率 ２４．３％（±0.0％） 

介護保険認定者数(在宅のみ) ３，９９８人（－１人） 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動保険加入者数 ２，５４７人（＋36人） 

ホームページアクセス数 １８，０７４件（＋3,423） 

※集計処理の関係で前々月末時点の数値です。 
※伊賀市の人口は外国人登録者を含めた数です。 
※65歳以上の高齢者及び高齢化率には外国人登録者
も含まれています。 
※介護保険認定者数は在宅認定者数の総数です。 
※ボランティア活動保険加入者数は平成16年4月1日
以降の加入者延人数です。 
※ホームページアクセス数は、カウンタ数値ではな
く１ヶ月間の訪問者総数を解析し掲載しています。 

 

社
協
だ
よ
り
「
あ
い
し
あ
お
う
」

も
四
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
発

行
日
が
毎
月
十
五
日
と
な
り
、
配
布

し
て
下
さ
る
方
に
何
か
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
「
あ
い

し
あ
お
う
」
と
い
う
広
報
の
名
称
に

対
す
る
苦
情
は
今
の
と
こ
ろ
申
し
出

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
伊
賀
市
民
の

皆
様
に
納
得
い
た
だ
け
た
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
新
し
い

コ
ー
ナ
ー
を
増
や
し
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
毎
月
の
紙
面
構
成
を
確
定
す
る

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
市
民

の
皆
様
に
有
意
義
な
情
報
を
提
供
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
追
加
募
集 

 

上
野
会
場
で
四
月
か
ら
開
講
す

る
高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
年
間

コ
ー
ス
に
若
干
の
空
き
が
あ
り
ま

す
。
三
月
三
十
日
ま
で
に
先
着
順

で
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
現

在
年
間
コ
ー
ス
受
講
者
は
、
三
月

三
十
一
日
時
点
で
空
き
が
あ
っ
た

場
合
の
み
抽
選
と
し
ま
す
。
広
報

配
布
時
点
で
定
員
に
達
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。
入
門
及
び
文
書
作
成
コ
ー

ス
も
若
干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。 


